
・大規模な災害によつて甚大な被害が発生し、自宅での生活が困難な場合、私たちは市内の小・中学校な

どの地域防災拠点で避難生活をお<ること|こなります。
・高歯令者、1章がい児・者、妊産婦、乳幼児などの要援護者のうち、体育館などでの避難生活に支障がある

方には、各地域防災拠点で要援護者向けのスペースを確保することになっています。

・それでも、地域防災拠点での避難生活が難しいと

判断された方を受け入れるための二次的な避難所が「 事に靴骰屁螂蛉露彎量 です。

>福祉避難所へは、本人・家族が直接避難することはできません。区より保健師や看護師などの
専門職が拠点を訪問し、必要と判断された方のみ福祉避難所へ避難することになります。

>地域防災拠点からの移動は、本人・家族などによる移動が原則です。
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区役所と協定を結んでいる、

高齢者施設・ 障がい者施設・

※福祉避難所は、災害発生直後から
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加賀原地域ケアプラザも、都筑

区と「福祉避難所」として協定

を締結しています。

自宅での生活が

困難な場合
保健師や看護師

が福祉避難所ヘ

の避難の必要性

断します
必ず開設:されるものではありません。|


